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暑中お見舞い申し上げます 
2022年夏 



 

 

 

１日（金） 

2 日（土） 

３日（日） 

４日（月）管理運営会議 

５日（火）運営推進会議 

     歌の会 

６日（水） 

７日（木） 

８日（金）坂の上医師往診 

９日（土） 

１０日（日）歌の会 

１１日（月） 

１２日（火）給食会議 

１３日（水）移動図書 

１４日（木）書道教室 

１５日（金）サービス担当者会議 

１６日（土） 

１７日（日）絵画教室 

１８日（月）海の日 

１９日（火）歌の会 

２０日（水） 

２１日（木）ビューティーヘルパー 

チーム会議 

 

２２日（金）坂の上医師往診 

２３日（土） 

２４日（日） 

２５日（月）防災訓練         

２６日（火）歌の会 

２７日（水）買い物代行 

２８日（木）書道教室 

２９日（金） 

３０日（土） 

３１日（日）ワクチン接種（坂の上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月の予定 

絵画教室 7，21 日 移動図書 10 日 

歌の会 ２，16日 踊りの会 休止 

書道教室 11，25 日 美容室 18 日 
買い物代行 未定 防災訓練 22 日 

懐メロ 休止 メガネ相談 休止 
ボランティアさんはお断りして職員のみで実施しています 

  

第 2 アドナイ館苦情相談について 

苦 情 受 付 時 間 月～金曜日 ８時～１８時 

苦 情 相 談 窓 口 相 談 員 永田 昌代 

苦情解決責任者 施 設 長 河出 雅代 

御 意 見 箱 設 置 各フロア・玄関ロビーに設置 

しています 

前月のご意見・苦情の件数 

 苦 情 0 件 

 ご意見 0 件（ご要望 0 件） 

 

 

7月 第２アドナイ館   歳時記 

 

 

 

 

表面には、入居者の皆さんのお元気な様子を 

掲載しました。笑顔の写真をご覧になって、心を寄

せていただければ幸いです。 

また、別紙のとおり、来月の敬老の日に向けて、ご

家族様よりメッセージを賜りたく存じます。お手数

ですが、このような折、思いを届ける機会として、

ご協力をお願いします。 

新型コロナウイルス感染拡大について 

全国的な拡大傾向が治まらず、浜松市内でも連日

新たな陽性者が 1000 人に及ぶという、未曾有の

事態です。 

隣接する浜松十字の園（特養）では、8/2に入居

者 1名の陽性が判明し、その後の検査で複数の入

居者及び職員が陽性者となり、クラスターとして

報道もされました。いまだ収束には及ばず、法人

内の各事業所からも応援の職員を出して対応に

当たっているところです。第 2アドナイ館からも

看護師 1 名を向かわせておりますことをご理解

ください。 

アドナイ館では、6/6に入居者が感染し、一旦は

終息したものの再発生を繰り返しています。 

入居者や職員の生活を一変させてしまう怖さに

直面し、緊張感もピークに達しています。 

そのような周囲の状況の中にあって、第 2アドナ

イ館内では、入居者・職員ともに大事無く過ごせ

ていることは大変幸せなことです。この平穏を守

るため、面会や外出は原則禁止とさせていただい

ています。 

・受診は、できるだけ電話などで済むよう医師と

相談してください。 

・やむを得ない場合は、体調や行動歴に不安がな

いこと、周囲に陽性者や濃厚接触者がいない

ことなどを条件に判断させていただきます。 

ケアハウスの限界として、どうしてもご家族のご

協力や、ご本人の外出が必要な場合がございます。

矛盾を感じつつも、それだけ感染リスクが大きい

ことをご理解いただき、引き続き 

ご協力をお願いいたします。 

感染された方の回復と、一日も早い 

終息、そして皆様のご健康が守られ 

ますようお祈りいたします。 

 


